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日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
受
賞

株
式
会
社

沓
澤
製
材
所
の
工
場
経
営

株
式
会
社
沓
澤
製
材
所
は
、

昭
和
二

年
に

秋
田
県

大
館
町
に

お
い

て

沓
澤
貞
蔵
氏
が
樽
丸
業
を
開
始
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、

そ
の

後
同
七
年
に

製
材
業
を
併

設
、

同
三
十
五
年
に
法
人
に

改
組
、

設
立
さ
れ
た
。

売
上
高
約
八
億
五
千
万
円
、

従
業
員
数
五
五
名
（

平

成
五
年
四
月
一

日
現
在
）

の
、

三
つ

の

工
場
を
も
っ

地
域
産
ス

ギ
材
の

製
材
、

集
成
材
、

柄
樽
の

製
造
・

販
売
を
主
と
す
る
会
社
で
あ
る
。

一

 

出
品
財
の

特
色

出
品
財
の

製
材
品
は
、

地
元
産
め

ス

ギ
を
原
木
に
、

寸
法

精
度

、

仕
上
が
り
と
も
優
れ
た
一

O
・

五
cm

Ⅹ

一

O
・

五
cm

x

三
m

の

構
造
用
製
材
品
（

人
エ
乾
燥

材
で

含
水
率
二

五
光
以
下
）

で
、

平
成
二

庫
ゼ
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
「

針
葉

樹
の

構
造
用
製
材
の

日
本
農
林

規
格
（

以
下
、

「

新
製
材
J
A
S
」

と
言
う
。

）

」

に

基
づ
く
適
切
な

表
示
が
な
さ
れ
て
い

る
も
の

で
あ
る
。

し
て
い

る
。

更
に
、

創
業

当
時
よ
り
、

山
林
の

取
得

二
 

経
営
の

特
色
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及
び
植
栽
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
（

約
四
百
№
）

、

㈱
沓
澤
製
材
所
は
、

秋
田
県
it
 

地
域
の

地
元
産
ス
 

符
釆
を
見
通
し
た
製
材
用
原

木
の

自
給
を
実
現
す
る

ギ
を
主
体
に
セ
O
年
生
以
上
の

高
齢
優
良
丸
太
か
ら
 

た
め
の

山
林
経
営
も
行
っ

て
い

る
。

の

割
柱
（

心
夫
住
）

や
造
作
材
及
び
集
成
肉
漿
壁
面
 

 

三
 

技
術
の
特
色

材
を
、

一

般
丸
太
か
ら
は
建
築
用
材
や
ム

ク
肉
漿
壁
 

 

原
木

の

徹
底
し
た
選
別
、

優
れ
た
製
材
技
術
に
よ

面
材
を
生
産
し
て
い

る
ほ
か
、

天
然
秋
田
杉
か
ら
は
 

る
寸

法
精
度
、

仕
上
が
り
と
も
に

優
れ
た
品
質
の

製

張
大
や
柄
樽
な
ど
の

製
品
を
、

端
材
は
化

粧
張
り
集
 

材
製
品
を
安
定
し
て

生
産
・

出
荷
し
て
い

る
。

特
に
、

成
林
用
コ

ア

材
や
集
成
内
装
壁
面
材
、

更
に
、

花
器
 

人
工
乾
燥
に
お
い

て
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
ス

ギ
の

等
の

小
木
工
製
品
な
ど
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

木
 

人
工
乾
燥
に
取
り
組
み
、

佳
句
、

造
作
材
の

人
工
乾

屑
、

樹
皮
は
乾
燥
用
燃
料
と
し
て

利
屈
す
る
な
ど
、

 

 

燥
技
術
を
ほ
ぼ
確
立
し
、

更
な
る
向
上
を
図
っ

て
い

製
品
歩
留
ま
り
を
可
能
な
限
り
高
め
つ

つ
、

並
材
か
 

る
。

ま
た
、

木
目
出
し
や
表
面
硬
化

処
理
、

抜
け
即

ち
良
材
ま
で
を
余
す
こ
と
な
く
利
用
し
、

各
種
製
品
 

処
理
、

青
色
技
術
を
用
い

て

新
た
な
内
装

材
の

開
発

を
生
産
し
て
い

る
。

ス

ギ
製
材
品
の

約
八
剤
は
一

般

製
材
品
で
あ
り
、

ス

ギ
一

般
材
の

供
給
増
が
見
速
ま

れ
る
な
か
、

こ

れ
ら
一

般
材
の

付
加
価
値
向
上
の

た

め
に
、

い

ろ
い

ろ
な
技
術
開
発
を
行
っ

て
お
り
、

資

源
依
存
型
か
ら
加
工
技
術
を
基
盤
と
す
る
技
術
立
地

型
企
業
へ

の

転
換
を
図
っ

て
い

る
。

ま
た
、

製
材
品
の

販
売
は
関
東
（

八
六
老
）

を
は

じ
め
、

全
国
各
地
に
幅
広
く
展
開
し
て

お
り
、

「

秋

田
杉
ア
ン

テ
ナ
シ

，

ツ

プ
」

な
ど
を
通
じ
て
、

消
費

者
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

SI
柱
、

qq

柄
材

な
ど
秋
田
ス

ギ
製
品
の

販
売
促
進
の

先
導
彼
を
果
た

を
行
う
な
ど
高
次
加
工
技
術
に
よ
る

付
加
価
値
の

高

い

製
品
開
発
に
も
積
極

的
に

取
り
組
ん
で
い

る
。

更

に
、

品
質

性
能

が
保
証
さ
れ
た
製
品
の

供
給
の

た
め

に
、

新
製

材
J
A
S
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。

以
上
の

よ
う
に
、

技
術
，

経
営
全
般
に
わ
た
り
国

産
材
を
原
料
と
し
た
、

特
に
ス

ギ
の

総
ム
ロ

利
用
を
考

え
た
林
産
業
の

モ

デ
ル

と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
る
。

ま
た
、

秋
田
県
北
地
域
の

木
材
業
界
は
も
と
よ
り
、

地
域
社
会
の

リ
ー

ダ
ー
と
し
て

積
極

的
に

取
り
組
み
、

大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

（

伊
巻
f
貴
・

林
野
庁
研
究
企
画
官
）
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